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夢 を 抱 く

生命が華やぐ季節を迎えています。陽光が増し、無機質に映っていた山野は今、様々

な色彩を放ち始めています。韮中生もご多分に漏れません。年度の終わりを迎えるとと

もに、新たなステージに向かって希望を膨らめていることでしょう。

令和６年を迎えた１月、韮中生に夢についてのアンケートをとったところ、「夢や目標

をもっている」と回答した生徒は約60％、そのうち「夢や目標を実現するための手立て

がはっきりしている」と回答した生徒は約75％でした。この数字は、昨年４月に「夢を

もとう」と生徒に投げかけてから今日まで、ほとんど変わっていません。ということは、

夢をもてている生徒はそれに対する思いが持続していますが、もてていない生徒にとっ

ては夢を探す状況がまだ継続しているということになります。だとすれば、夢を見つけ

ることは少しでも早い方がよい、ということが言えそうです。

昨年11月に本校で開催した志龍塾講演会では、現在加藤学園高校で教員をしている、

元陸上のオリンピアである山口浩勢氏から話をうかがいました。翌12月の市町村駅伝で

函南町のアンカーとして走っており、実況でも紹介されていましたので記憶にある方も

いらっしゃると思います。その山口氏が、講演会の中で夢を見つけ実現するためのヒン

トをくれました。簡潔に言うと、以下のようなことをおっしゃっていました。

１ 自分の活躍できる道を探す

自分の好きなこと、得意なこと、頑張れそうなことは何でしょう。その力を発揮

できる場所はどこでしょう。進路を考えていく上でも、大切なポイントになります。

２ 自分が選んだ道だからこそ、全てに責任をもつ

自分で決めたことであれば、苦しくても頑張ることができます。うまくいこうが

いくまいが、当然その責任は自分で持たなくてはなりません。

３ 叱ってくれる人をそばに置く

褒めて自分をその気にさせてくれる人も大切ですが、本気で叱ってくれる人はも

っと大切です。家の人も教員も、生徒のことを大切に思うからこそ嫌われても叱り

ます。叱られたときは嫌でも、叱られたことを生かせば自分が向上します。そう考

えると、叱ってくれる人に感謝の気持ちが湧いてきます。

ギリシャ神話の「パンドラの壺」をご存じでしょうか。パンドラが神秘の壺（禁断の

壺）のふたを開けたがゆえにその中に入っていた不幸や災いがこの世に降り注いだ反面、

慌ててふたを閉めた壺の中に唯一残ったのが希望でした。これが、私たちが様々な困難

にぶつかりながらも希望をもって生きることのできる所以とか。希望とは夢の別名とも

言えると思います。すべての韮中生には、自分の中でキラキラと光る夢を見つけて令和

６年度を迎えてほしい。そして、学校は、その実現のための精一杯の支援に努めていき

たいと思います。
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３月末から４月当初の予定をお知らせします。

３月29日(金) 離任式(8:20～9:20頃)

1･2年…8:00登校､10:30頃下校 今年度も、保護者、地域の皆様のご
3年…8:10登校､9:30頃下校 理解とご協力により、充実した教育活

４月８日(月) 始業式 8:00登校､11:45頃下校 動を行うことができました。皆様には大
９日(火) 新2･3年…8:00登校､11:45頃下校 変お世話になりました。感謝申し上げ

入学式(午後) るとともに、次年度もよろしくお願いい
10日(水) 給食開始 たします。

静岡県席書コンクール ＜最優秀賞＞１年ＫＤ ＜優秀賞＞３年ＫＣ

＜特選＞３年ＹＹ、ＵＡ ２年ＷＩ、ＳＫ １年ＡＭ、ＩＪ

＜入選＞３年ＳＫ、ＵＹ、ＵＲ、ＩＭ

２年ＴＩ、ＮＮ、ＯＨ、ＷＡ

１年ＨＪ、ＳＹ、ＩＹ

静岡県アンサンブルコンテスト東部大会＜金賞＞打楽器６重奏、サックス５重奏

県大会 ＜金賞＞打楽器６重奏

＜銅賞＞サックス５重奏

税の作文コンクール ＜佳作＞３年ＫＲ、ＩＴ

中学校人権作文コンクール ＜入賞＞３年ＫＨ

テニスダンロップカップ県大会女子 ＜優勝＞１年ＴＭ・ＨＨ組

静岡県紙上美術展 ＜入選＞２年ＡＡ、ＹＡ

静岡県学校保健新聞コンクール ＜特選＞保健体育委員会、２年ＨＹ

ふれあい委員会では、今年度 ３年生は、３月13日(水)に

前半まで回収していたペットボ 保護司交流会を行いました。

トルキャップをマックスバリュ 保護司と更生保護女性会の

韮山店様にお渡ししました。 皆様から更生保護活動につい

回収したペットボトルキャッ て紹介していただきました。

プの収益金は、社会福祉・環境 罪を犯した人の更生には、

活動に役立てられます。 周囲の理解と支えが大切であ

３月12日(火)に、「３年生 ることを学びました。

を送る会」を行いました。思

い出のスライドや感謝の思い

を込めた合唱を行い、３年生

の旅立ちを祝いました。

３年生からも合唱と後輩へ

の感謝と激励の言葉が贈られ

ました。


